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物  質  名 ベンジジン ＤＢ－45 
別  名 4,4-ジアミノ-1,1-ビフェニル 構 造 式 

 CAS番号 92-87-5 
PRTR番号 － 
化審法番号 － 
分子式 C12H12N2 分子量 184.24 
沸点 401℃ 1) 融点 120℃  1) 
蒸気圧 8.98×10-7 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 7.54 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.34（実測値）3) 水溶性 322 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 214 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 309 mg/kg 5)  
 ウサギ 経口 LD50 200 mg/kg 5)  
 イヌ 経口 LD50 200 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウスに本物質の二塩化水素化物を雄に 0、0.003、0.004、0.006、0.008、0.012、0.016％、雌
に 0、0.002、0.003、0.004、0.006、0.008、0.012％の濃度で 33 ヵ月間飲水投与した結果、雄
の 0.003％以上及び雌の 0.002％以上の群で用量に依存した体重増加の抑制及び生存率の低下
がみられた。また、雄の 0.004％以上及び雌の 0.003％以上の群で脳の空胞化の増加、雌の 0.003
％以上の群で肝細胞の変性の増加、雌の 0.006％以上及び雄の 0.012％以上の群で骨髄巨核球
数の増加、雄の 0.012％以上及び雌の 0.012％群で脾臓のヘモジデリン沈着の増加、雄の 0.016
％群及び雌の 0.006％以上の群で胆管の過形成の増加がみられた 6, 7) 。この結果から、LOAEL
は 0.002％（本物質換算：2.7 mg/kg/day）であった。 

・マウスに本物質の二塩化水素化物を 0、0.002、0.003、0.004、0.006、0.008、0.012、0.016％の
濃度で生涯、飲水投与した結果、0.002％～0.006％群の脳の白質で空胞化（海綿状の変性）の
発生率に用量依存的な増加がみられたが、0.008％以上の群では 0.006％群よりも発生率が低
かった。また、脳の白質の空胞化と肝臓障害（炎症、新形成、細胞変性など）との関連を検

討したが、両者の発生に関連はみられなかった 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌マウスに本物質の二塩化水素化物を 0、0.002、0.003、0.004、0.006、0.008、0.012％の濃度
で 33 ヵ月間飲水投与した結果、0.012％群で卵巣萎縮の発生率の増加がみられたが、用量依
存性は明確ではなかった 6) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚から吸収される可能性がある 9) 。 
・米国ペンシルバニア州で、本物質、beta-ナフチルアミン、ベンゼンに汚染されている地区近
傍の住民を対象として、1973～1978年の出生児について先天性異常の発生率を調査した結果、
特定あるいは全種類の異常に有意な増加を認めなかった 10) 。なお、本物質のばく露量は不明

であった。 
・本物質及び beta-ナフチルアミン（芳香族アミン類）にばく露した染色工場の男性労働者 78
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人（対照群 30人）を対象とした調査では、40/78人が過去に本物質及び beta-ナフチルアミン
製造作業をした高ばく露群、38/78人が染料の取り扱い等の作業をした低ばく露群であり、免
疫機能を調べた結果、高ばく露群で末梢血中の CD4＋CD45RA＋T リンパ球数の絶対及び相
対値の低下（対照群との年齢調整後）、CD4＋Tリンパ球数の低下に有意差を認めた 11) 。ま

た、同じ対象者で末梢血中のナチュラルキラー（NK）細胞亜群を測定した結果、高ばく露群
では CD57＋CD16－細胞数が有意に増加しており、CD57＋CD16－細胞数の増加は末梢血中
の CD4＋Tリンパ球数の減少を補っている可能性が示唆された 12) 。なお、対象者は調査時に
感染症に罹ってはいなかった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：1 13) 
実験動物で発がん性が認められ、ヒトでも発がん性が認められているため、IARCの評価では

1（ヒトに対して発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、マウスの中・長期毒性試験から得られたLOAEL 2.7 mg/kg/day（体重
増加の抑制など）を採用し、LOAELであることから 10で除した 0.27 mg/kg/dayを暫定無毒性
量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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